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要 約

牛 の心 大血管奇形375例 中20例(5.3%)に 総肺静 脈還流異常が認 め られた.剖 検時 の年 齢 は死産例 を除 き129日

齢以 下で,2カ 月以上生存例 は4例 のみであ った。全肺静脈 は左心房 と結合せず,両 心房上で1本 の共通肺静脈 に合

流 して いた.共 通 肺静脈 は左奇 静脈(11例),右 奇静脈(6例),あ るいは冠状静 脈洞(1例)に 流入 し,2例 では異

常 流入部 は不 明であ った.20例 中13例 は他 の心 大血管 奇形の存在 しな い孤立型 の総肺静脈還流異 常で,左 心房へ の

短絡路 は開存卵 円孔 であ り,多 くは右心房 および右心 室の拡張 ・肥厚を示 した。他の心大血管奇形 の合併 があ った7

例の心臓形態 は多様であ った.-キ ー ワー ド:心 大血管奇形,牛,総 肺静脈還流異常.
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総肺静脈還流異常(TAPVC)は すべての肺静脈 が左心

房へ は流入せず,体 静脈や右心房 に異常流入 す る先天性

心大 血管異常 で ある9,14-16).人の場合,本 異常 は心大血

管奇形小児 の1.8～3.0%に 認 め られ2,6,11), 放置す れば患

者 の60～80%7,8,11)は 生 後1年 以 内に死 亡す るといわれ

てい る.牛 にお ける本異常 はわずか4例10,12,13)の発生 が

知 られてい るのみであ る.そ こで,牛 の心大血管奇形の

実 態 を明 らかにす る 目的 の一 環 としてTAPVCに つ い

て解剖学 的に検索 した.

材 料 お よ び 方 法

材料 は宮崎大学 に保存 されてい る牛 の奇形心375例 で,

それ らを肉眼的 に観察 した.

成 績

牛 の奇形心375例 中20例(5.3%)にTAPVCが 認 め

られた.品 種 は黒 毛和種14例,ホ ルス タイ ン種5例,

両者 の雑種1例,性 別 は雄12例,雌8例 で あ った.20

例 中1例 は妊娠満期 の死産で,他 の大多数例 は出生 時か

ら呼吸促迫 や起立不能 または困難,吸 乳不能 また は不全

を示 し,比 較 的長期間生存 した ものは活力が乏 しく,発

育不良 であ った.生 後2ヵ 月以上生存 した もの は4例,

最 も長期 間生存 した ものは129日 齢で発育不良のため淘

汰 されていた.

TAPVCの 牛20例 の剖検 所見 を表1に 示 した.こ れ

ら20例 の肺静脈 はま った く左心房 と連絡す ることな く,

11例 は左奇静脈,6例 は右奇静脈,1例 は冠状静脈 洞 に

流 入 していた.残 り2例(No.13,14)で は肺静脈 は心

房背壁上で1本 の共通肺静脈 に合流 していたが,そ の遠

位部 は切除 され,異 常流入部 は不 明であった.

肺静脈が左奇静脈に流入 した11例 中10例 では,両 後

葉 の肺静脈 は左心房後壁 と後大静脈 の間で合流 し,心 房

背壁上 を前走 しなが ら,右 前葉 と中葉 の肺静脈 の合流枝

を右方 か ら,さ らに左前葉の肺静脈を左 方か ら受 け入 れ,

肺動脈分岐部 の後方で1本 の太 い共通肺静脈を形成 して

いた.そ の後,3例(No.3,9,17)の 共通 肺静脈 は肺

動脈分 岐部 の背方 を前走 し,動 脈管(索)の 左 方で左 奇

静 脈 に(図1A,2),7例(No.5-8,10,18,20)の 共

通 肺静脈 は左肺動脈 の腹方 を左走 し,た だ ちに左奇静脈

に(図1B),そ れぞれ流入 していた.左 奇静脈 に異常流

入 した残 り1例(No.4)で は,両 後葉 の肺 静脈 は左心

房 の後方で合流 し,左 心房背壁上 を前走 していた.い っ

ぽう,右 前葉 と中葉の肺静脈 は右肺動脈 の腹方で合流 し,

右後葉の肺静脈 と吻合 したのち,右 肺動脈 の左方 を前走

しなが ら左前葉の肺静 脈を受 け入 れ,肺 動脈分 岐部 の背

方で両後葉肺静脈 の合流枝 に合流 して1本 の共通肺静脈

とな り,動 脈管 の左方 で左奇静脈 に流入 していた(図1

C).こ れ ら共通 肺静脈 が流入 した左奇静 脈 は著 し く拡

張 していたが,正 常の走路を示 し,冠 状静 脈洞 を介 して

右心房 に流入 して いた.

肺静脈 が右奇静脈 に流入 した6例 中3例(No.2,15,

16)で は,両 前葉 の肺静脈 は肺動脈分岐部 の後方 で合流

し,心 房背壁上 を後走 しなが ら,左 後葉の肺静脈を左方

か ら,中葉 の肺静脈 を右方 か ら,そ の後,右 後葉の肺静脈

を右方 か ら,そ れぞれ受 け入れ,太 い1本 の共通 肺静脈

とな り,上 行 して右奇静脈 に流入 して いた(図1D,3).
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表1　総肺静脈還流異常子牛20例 の剖検所見

a)村 上 ら(1982)b)村 上 ら(1994)c)ホ ル:ホ ルス タイ ン種 黒和:黒 毛和種 雑:両 者 の雑種d)FO:卵 円孔;SD:心 房

中隔欠損e)DORV:両 大血管右室起始;PDA:動 脈管開存;VSD:心 室 中隔欠損.

図1　 牛 のTAPVCの 解剖学的分類

L:左 肺動脈;LZ:左 奇静脈;R:右 肺動脈;RA:右 心房;RV:右 前大静脈;RZ:右 奇静脈;S:冠 状静脈洞;

1:左 肺前葉;2:左 肺後葉;3:右 肺前葉;4:右 肺中葉;5:右 肺後葉の肺静脈
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図2　 共通肺静脈(CV)が 左奇静脈(LZ)に 異常流入す る

TAPVC,症 例9,左 後方 よりAO:大 動脈;PV:後

大静脈;RA:右 心房;S:冠 状静脈洞;1:左 肺前葉;

2:左 肺後葉;3:右 肺前葉;4:右 肺中葉;5:右 肺後

葉の肺静脈.

他の3例(No.11,12,19)で は,両 後葉の肺静脈 は左

心房後壁 と後大静 脈の間で合流 し,心 房背壁上 を前走 し

なが ら左前葉の肺静脈を受 け入 れ,そ の後,右 肺動脈 の

腹方 を前走 しなが ら中葉 と右前葉の肺静脈 を受 け入 れて

共通肺静脈 となり,右 奇静脈 に流入 して いた(図1E).

これ ら6例 の右奇静脈 は正常 な走路 を示 し,(右)前 大

静脈 を介 して右心房 に流入 していた.

肺静 脈が冠状 静脈洞 に流入 した1例(No.1)で は,

左奇静脈が欠損 し,心 房背壁上で合流 した共通肺静脈 は

短 く下走 して冠状静脈洞 に流入 していた(図1F).

TAPVCの20例 中13例(No.1～13)は 機 能 的意義

のある他 の心大血管奇形の合併 は存在せず,右 心房 か ら

左心房へ の心房間連絡路 は大 き く開存 した卵円孔 であ っ

た.ま た,6例(No.1～6)で は動脈管 が生理的開存 を

示 して い た.こ れ ら13例 の心 臓 の うち,幼 齢のNo.1

～4で は心房 や心 室の形態 に明 らかな異常 は認 め られな

か ったが,No.5～13で は右心房 と右心室の拡張 ・肥厚

が見 られ,そ の程度 は子牛 の生存 日数が長い程著 しか っ

た.ま た3例(No.5,11,12)で は肺動脈 の拡 張が見

られ た.20例 中残 り7例 には機能 的意 義 のあ る種 々の

心大血管奇形 が合併 し,そ れ らの心臓形態 は多様 であ っ

た.

TAPVCを 示 した子牛 の うち,幼 齢 の症例 では剖検時

図3　 共通肺静脈(CV)が 右奇静脈(RZ)に 異常流入 する

TAPVC,症 例2,右 後方 よりPV:後 大静脈RA:

右 心房RV:前 大 静脈1:左 肺 前葉,2:左 肺 後

葉,3:右 肺前葉,4:右 肺 中葉,5:右 肺後葉 の肺静脈.

に肺出血や肺水腫,1カ 月齢以上 の症例 では皮 下の水腫

や胸 ・腹水 の増量 を示す ものが多 かった.

考 察

牛のTAPVCは 過去 に4例10,12,13)の発 生が知 られて い

るのみであ るが,今 回の観察 で牛 の心大血管奇形375例

中20例(5.3%)に 本異常 が認 め られ,そ の頻度 は人 の

場合2,6,11)よりやや高 い ことが明 らか となった.

TAPVCの 心臓 ではすべ ての肺静脈血 は体静脈血 とと

もに右心房 に流入 す るので,そ の個体 の生存性 は卵 円孔

開存 や心房 中隔欠損 に依存 し7,9),人で は無処置 の まま

放 置すれ ば患 者 の60～80%は 生後1年 以 内 に死 亡す る

といわ れて いる7,8,11).今回観 察 した牛 で も生 後2カ 月

以上 の生 存例 は20例 中4例,最 も長期間生存 した例 は

生 後129日 齢 で 発 育 不 良 の た め 淘 汰 さ れ て お り,

TAPVCは 牛 で も著 しく予後 の悪 い心奇形 と考 え られた.

TAPVCは 心 房か ら膨 出す る総肺静 脈の無形成4),総

肺静脈 と肺 静脈の結合不全5),肺 静脈 と結 合 した総肺静

脈 の閉鎖4,5,7)などが原因 とな って肺静脈 と体静脈系 の原

始静脈路が遺残 して形成 され ると考 え られ,人 では肺静

脈が左腕頭静脈や右上大静脈(牛 の右前大静脈 に相 当),

冠状静脈 洞,門 脈 な どに流入 する型 に分類 され3),さ ら

に心 房中隔 が左 方 に片 寄 って形成 され たため に5,7)肺静

脈 が右心房 に直接流入す る型3)も知 られて いる.今 回観

察 した牛 のTAPVC20例 の うち,2例 は共通肺静脈 の異
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常流入部 は不 明であ ったが,11例 は左奇静脈,6例 は右

奇静脈,1例 は冠状静脈洞 に流入 していた.人 で は肺静

脈が奇静 脈 に流入 す る型 は非常 に少 な く,右 奇静脈 に流

入 す る型 がTAPVCの93例 中2例4),左 奇静脈 に流 入

す る型 が99例 中1例1)で 認 あ られ て いるのみ であ る.

また,人 では左腕頭静脈 に流入す る型 が最 も多い といわ

れてい るが1,4,7,9),その型 のTAPVCは 牛 で は認 め られ

ず,人 と牛 では肺静脈 の異常流入部に差が認め られた.

人 のTAPVCの 約2/3は 機能 的意義 のあ る他 の心大

血 管 奇 形 が 合併 しない 孤立 型TAPVCと い われ て お

り4,7),牛で も20例 中13例 が孤立型TAPVCで あ った.

孤 立型TAPVCで は大循 環系 への血行 路 は心 房間連絡

路のみであ り,人 の場合 は一般 に卵 円孔開存か心房中隔

欠 損が存在す る といわれ3),牛 で も全例 で卵 円孔 が開存

してい た.人 のTAPVCの 場 合,肺 動脈 圧 が大動脈 圧

より高 い例 と低い例が あ り4),動 脈管 も肺動 脈か ら大動

脈への短絡路 とな り得 ると考 え られるが,動 脈管 が開存

して いる例 は少な く,動 脈管 の開存 と患者 の生存性 は無

関係 といわれて いる3).牛 で は動脈管 が開存 して いた も

のが少数例 に認 め られ たが,そ の ような心臓 の左心室壁

は右心室壁 より厚 いか,ま た は両者の厚 さはほぼ等 しく,

動脈管 を介す る肺動脈か ら大動脈への短絡 を示唆する所

見 は得 られなかった.

人 のTAPVCの 約1/3は 機能 的意義 の ある他 の心大

血管奇形 を合 併 し4,7),それ らの中 で,無 脾や小 脾,多

脾4),と くに無 脾1)と複雑心 奇形 の合併 したTAPVCが

多 いといわれてい る.牛 では機能的意義 のある他の心大

血管奇形 を合併 した7例 中2例 が無脾12)であった.
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Anatomical Observations on 20 Cases of Total Anomalous Pulmonary

Venous Connection in Calves

Takayuki MURAKAMI*, Mitsuyoshi HAGIO, Katsumi HAMANA and Masaaki NAKAI

* Faculty of Agriculture, Miyazaki University, Gakuen-Kibanadai, Miyazaki 889-21

SUMMARY

Total anomalous pulmonary venous connection (TAPVC) was observed in 20 (5.3%) of 375 bovine hearts

showing congenital cardiovascular anomalies. The ages at necropsy were 129 days or less, and only 4 cases

survived over 2 months. The Pulmonary veins joined to form a common pulmonary vein above the atria

and none of them were connected to the left atrium. The common pulmonary vein was connected to the

left azygos vein, right azygos vein and coronary sinus in 11, 6 and 1 cases, respectively, while the site of anom-

alous connection of the common pulmonary vein was unknown in the remaining 2 cases. Thirteen cases

were of isolated TAPVC without other cardiovascular anomaly with the patent foramen ovale as shunting

channel for the left atrium, and many of them had enlarged and hypertrophic the right atrium and ventri-

cle. Seven cases with associated cardiovascular anomalies showed various anatomic features in the heart.

-Key words: cardiovascular anomaly, cattle, total anomalous pulmonary venous connection.
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